
ポートアイランド II 期に構築された機能を利用し
て、研究成果の臨床応用・事業化を進めるとと
もに、神戸地域の「再生医療支援ビジネスコンプ
レックス」をより強固なものとするべく取り組み
を行います。

1. 実践的治療に向けたシステム構築
血管内皮前駆細胞が末梢血にCD34陽性細胞として
存在し、組織虚血あるいはサイトカインの投与により骨
髄から末梢血に強制動員されて組織での血管再生に寄
与することを明らかにしました。さらに、この細胞を取
り出す手法を開発し、バージャー病の治療研究を行い
ました。
また、ex vivo 増幅臍帯血移植の臨床応用に向け、
CPCでの実製造を行い、ある程度一定した製品の性
能、及び品質を担保しうるシステムを構築しました。

2. トランスレーショナルモデルの確立
ES細胞から遺伝子導入による内胚葉系細胞の誘導方
法の開発を行いました。また、インスリン産生細胞を誘
導できる完全無血清培養条件も開発しました。
ES細胞とともに組織幹細胞についての研究を行い、
マウス消化管より内胚葉幹細胞株を樹立する方法を開
発し、この幹細胞から膵臓ホルモンを産生する細胞集
団を分化誘導する方法を見出しました。

3. 新規血管構成細胞分化誘導因子を用いた
血管再生療法の開発

ES細胞の試験管内分化途中で出現する様々な分化中
間段階の細胞を純粋に分離し、DNAマイクロアレイを
用いて新しいデータベースを構築しました。また、この
データベースを生かすことのできる新しい遺伝子解析
ソフトの開発を行いました。右図は、このソフトを用い
た「2次元 ES細胞分化経路マップ」を示しています。
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